
法　人　名：公益財団法人　静岡新聞・静岡放送文化福祉事業団

　　　有形固定資産・・・定額法

　　　該当なし

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

80,992,000 0 0 80,992,000

78,680,264 0 0 78,680,264

6,482,500 0 670,000 5,812,500

166,154,764 0 670,000 165,484,764

2,104,536 3,840,168 4,820,343 1,124,361

0 27,001,345 27,001,345 0

3,500,000 0 3,500,000 0

5,604,536 30,841,513 35,321,688 1,124,361

171,759,300 30,841,513 35,991,688 166,609,125

当期末残高
（うち指定正味財産か

らの充当額）
（うち一般正味財産か

らの充当額）
（うち負債に対応する

額）

80,992,000 (40,992,000) (40,000,000) ―

78,680,264 (78,680,264) 0 ―

5,812,500 (5,812,500) 0 ―

165,484,764 (125,484,764) (40,000,000) ―

1,124,361 (1,124,361) 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,124,361 (1,124,361) 0 0

166,609,125 (126,609,125) (40,000,000) 0

  愛の都市訪問預金（指）

  義援金救援金預貯金（指）

  図録発行準備積立資産

小　　計

合　　計

特定資産

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目

基本財産

  投資有価証券（基）

  美術品（指）

  建物付属設備（指）

小　　計

財務諸表に対する注記

　　　その他の有価証券（時価のないもの）・・・原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

（３）引当金の計上基準

1．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

      満期保有目的の有価証券・・・償却原価法

（４）消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理・・・税込方式によっている。

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

合　　計

  建物付属設備（指）

小　　計

特定資産

  愛の都市訪問預金（指）

  義援金救援金預貯金（指）

  図録発行準備積立資産

基本財産

  投資有価証券（基）

  美術品（指）

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

小　　計

（単位：円）

科　目



取得価額 減価償却累計額 当期末残高

33,585,600 15,472,803 18,112,797

19,874,544 15,124,376 4,750,168

53,460,144 30,597,179 22,862,965

帳簿価額 時価 評価損益

10,000,000 11,279,290 1,279,290

30,000,000 30,047,340 47,340

40,000,000 41,326,630 1,326,630

金  額

3,840,168

27,001,345

670,000

31,511,513

合計

第１３８回利付国債

静岡県平成27年度第11回公募公債

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内  容

合計

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

種類及び銘柄

合計

愛の都市訪問寄付金振替額

義援金振替額

減価償却費振替額

4．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目

建物附属設備

什器備品



法　人　名：公益財団法人　静岡新聞・静岡放送文化福祉事業団

附　属　明　細　書

　　財務諸表の注記３に記載されているため、作成を省略した。

1．重要な基本財産及び特定資産の明細

２．引当金の明細

　　該当なし


